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Abstract
The purpose of this research is to examine the educational environment that promotes the self-regulated 
learning of children. To realize the purpose, it was tried to devise homework that improve the metacognition, 
and to relate it to the class. The devised homework of preparation was imposed for the sixth grader in a pub-
lic elementary school, and the effects were examined in the frame of the aptitude-treatment interaction. It was 
shown that the effects of the homework of preparation didn’t influence the self-regulated learning of the 
child, and only prior metacognition brought the significant effect. Because the individual differences of how 
to work the home study should be large, each child’s homework score was calculated based on each child’s 
approach on homework, then the effect of the score was examined. The child with a high homework score 
had a high achievement score and thinking score. However, a more long-term practice research is needed as 
for the effect of the homework of preparation.

























































介すると，PIFS とは practical intelligence for school の頭文字をとったもので，学校に必要な実践的知能
を高めるための教育介入である．PIFS では，なぜ学習するのか等を知ること，自分を知ること，教科
の違いを知ること，過程を知ること，見直すことなど，学習に対する根本的な知識・方法・態度を学ぶ





会」（Committee in Learning Research and Education）に よ る「人 は い か に 学 ぶ か（How People Learn）」


















































































2008 年度は，阪神間の公立小学校 1 校の 6 年生 3 クラス計 116 名を対象に，算数の学習において予
習としての宿題を課して学習指導を実施した．対象は，前年度 5 年生の時に，復習宿題を行った児童で
ある．対象者数については，当日欠席していたため事前の適性のデータのない児童，事後の単元末テス



























宿題プリントは，原則として授業 2 時間につき 1 枚の割合となるように作成した．計算ドリルを課す
日も設けられているためである．宿題プリントは，見出しに教科書のページを記載し，その学習の前に
取り組む教材であることが教師や保護者にもわかるように配慮した．単元は Phase III が「比べ方を考え
よう」（単位量あたりの大きさ，速さの表し方）の 16 ～ 18 時間であり，Phase IV が「割合の表し方を考
えよう」（比，比の利用）を含めた 10 時間である．プリントの枚数は，Phase III が 8 枚，Phase IV が 6
枚であった．宿題教材の内容作成の方針については既に述べたとおりである．
5．結果および考察
本報告では Phase III，Phase IV および 2 年間の発達的変化について報告する．
（1）　事前のメタ認知について






































て約 2 年後にどう変化したのかを検討した．まず，全体傾向として，メタ認知の測定項目 10 項目の合
計得点では有意に低下していた（t＝3.196，df＝105，p≦0.01）．項目別では，多くの項目に有意差はなかっ
たが，項目 1 の「勉強を始める前に，自分はこれから何を学ぶのかを考える」，項目 5 の「勉強する時に，
いままでの勉強を思い出しながらしている」，項目 8 の「勉強を終えた時，思っていたとおりに勉強でき
たかどうかを考える，項目 9 の「勉強の内容がわかったかどうかを自分で考える」といった項目で，低下




2 年間とも学習指導群であり，5 年次事前のメタ認知と 6 年次事後のメタ認知のデータが揃っている















Fig.  1.   メタ認知と予習宿題得点




















































付記 1： 本稿は，平成 19・20 年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）「児童期における自己制御学習に向けた授業と家庭
学習のシステム」（課題番号：19530610）（研究代表者：藤谷智子）の報告の一部である．
付記 2： 本稿の一部は，「児童期における自己制御学習に向けた授業と家庭学習のシステムⅡ」として，日本教育心理学会第 51 回
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